
（別記様式第１号）記入例 

令和●年●月●日 

（一社）全国農業改良普及支援協会会長 殿 

 

応募申請書 

 

令和７年度スマート技術体系への包括的転換加速化総合対策事業（全国推進事業）の支援

対象産地等に応募します。 

なお、採択の上は、別添事業計画に基づき最後まで取り組むこととし、これに違反した場

合には、採択が無効となるとともに、それまでの取組に要した経費について助成を受けられ

なくなることについて同意します。 

 

応募者（団体）名：●●地域スマート農業推進協議会 

住所：●●県●●市●● １１１１－１ 

代表者役職・氏名：●●県●●農業改良普及指導センター 

所長 ●● ●● 

   

 

（事業担当者） 

        所属・役職：●●県●●農業改良普及指導センター 

         担当者氏名：●● ●● 

         住所：●●県●●市●● １１１１－１ 

         電話番号：０１２－３４５－６７８９ 

         FAX 番号：０１２－３４５－６７８９ 

         E メール：ａｂｃ＠ｄｅｆ．ｌｇ．ｊｐ 

 

 

       （会計担当者） 

        所属・役職：●●農業協同組合 

         担当者氏名：営農指導課 ●● ●● 

         住所：●●県●●市●● ２２２２－２ 

         電話番号：０１２－３４５－６７８９ 

         FAX 番号：０１２－３４５－６７８９ 

         E メール：ａｂｃｄ＠ｅｆｇｈ．ｊｐ 

 

 



（事業計画） 

１ 本事業で横展開するスマート農業技術を活用した栽培体系の転換の取組 

（１）品目・品種 水稲（●●） 

（２）栽培技術の転換の取

組内容 

自動操舵トラクタを活用した乾田直播栽培および衛星リ

モセンを活用した可変施肥による労働生産性の高い栽培

方式への転換 

（３）導入しているスマー

ト農業技術 

自動操舵トラクタ（株式会社●● ABC85●●） 

衛星リモセン（●●株式会社 ●●） 

農業用ドローン（株式会社●● DR●●） 

（４）（２）と（３）の関連 

  性 

水稲生産の生産性を向上するためには移植栽培と乾田直

播栽培を組み合わせて作期分散することが必要である。 

乾田直播の播種作業で自動操舵トラクタを利用すれば、う

ね合わせが正確に行えるため、不慣れなオペレータでも効

率的に作業が行える。また、その後の、ブームスプレーヤ

での薬剤散布でも、作条を踏むこと無く作業ができる。 

衛星リモセンで生育状況を確認することで適期施肥が可

能となり収量品質の向上が期待できる。また、生育ムラを

把握し、農業用ドローンによる可変施肥を行うことで、圃

場全体の収量を均一化し底上げすることもできる。 

これらの取り組みにより、水稲生産における１人当たりの

生産性が向上する。 

２ 本事業で実施する栽培体系の横展開の取組内容 

（１） 展示ほ場の設置 

 ※複数ほ場を設置する場合は、行を増やしそれぞれごとに記載する。 

 ① 協力農業者名 農事組合法人●● 

 ② 展示ほ場の所在地 ●●県●●市●● １２３４ 

 ③ 展示ほ場の面積 50a 

 ④ 展示ほ場設置時期 5 月 ～ 10 月 

（２）講習会・研修会等の開催 

 ※複数回実施する場合は、行を増やしそれぞれごとに記載する。 

 ① 名称（予定） 播種作業実演会 

 ② 開催時期 5 月上旬 

 ③ 開催場所 ●●県●●市●● １２３４（展示圃） 



 ④ 実施内容、講師等 取組紹介 ●● 

播種作業の実演 展示圃農家 

播種技術の説明 農研機構 ●●センター ●●氏 

機械の説明 株式会社●● 

 ⑤ 参集対象 県内普及指導員、管内ＪＡ、管内市町村職員、管内生産者 

（２）講習会・研修会等の開催 

 ※複数回実施する場合は、行を増やしそれぞれごとに記載する。 

①  名称（予定） 衛星リモセンを活用した可変施肥技術の研修会 

②  開催時期 8 月上旬 

③  開催場所 ●●地区市民センター 

 ④ 実施内容、講師等 取組紹介および生育状況説明 

 農業改良普及指導センター 

衛星リモセンの説明 

 ●●株式会社 

農業用ドローンの説明  

株式会社●● 

可変施肥取り組み事例紹介 

 農研機構 ●●センター ●●氏 

 ⑤ 参集対象 県内普及指導員、管内ＪＡ、管内市町村職員、管内生産者 

（３）関連する推進活動（具体的内容を記載） 

 ※複数ある場合は、それぞれごとに欄を分けて記載する。 

スマート農業技術を活用した乾田直播栽培マニュアル作成 

11 月頃、本事業関係者を参集し、マニュアルの構成、内容、執筆分担等を検討する会議

を開催する。会議での検討内容を踏まえ、マニュアルを作成・印刷し、県内普及関係機関、

ＪＡ関係者、管内生産者などに 2 月頃配布する。 

 

SNS 広報活動 

各種 SNS を通じて実演会の案内文および録画した動画等を情報発信する。 

 

３ 実施体制 

（関係機関の協力・分担について記載） 

●●農業改良普及指導センター 

 関係機関との連絡調整、展示圃の設置、実演会・研修会の企画運営、マニュアル作成 

農事組合法人●● 



 展示圃管理、実演会協力 

ＪＡ●● 

 実演会や研修会の案内、実演会・研修会の補助 

農研機構 ●●センター 

 実演会・研修会への協力、マニュアル作成 

●●株式会社 

 研修会の協力、マニュアル作成協力 

株式会社●● 

 実演会・研修会の協力、マニュアル作成協力 

４ 年間スケジュール 

（展示ほ場における主要作業、講習会・研修会の開催、産地推進会議の開催、産地マニュ

アル等の作成等、本事業における取組内容を時系列により記載） 

3 月 均平 

4 月 基肥散布 

5 月 鎮圧 

   自動運転トラクタによる播種（播種作業実演会の同時開催） 

   鎮圧 

6 月 衛星によるリモートセンシング 

7 月 農業用ドローンによる可変施肥追肥 

8 月 可変施肥技術の研修会開催 

10 月 収穫 

11 月 マニュアルの編集会議 

2 月 マニュアルの印刷・配布 

 

５ 助成金要望額 

事業内容・費目 単価（円） 員数 金額（円） 備考 

（１）展示ほ場の

設置 

    

 借上費 50,000  1 50,000 圃場借上代 

 役務費 100,000 1 100,000 圃場管理役務費 

 40,000 1 枚 40,000 展示圃場看板制作費 

（防水加工ベニヤ板） 

小計   190,000  

（２）講習会・研

修会の開催 

    

播種作業実演会     



委員旅費  2 名 50,000 農研機構、株式会社●● 

2 名分 

委員等謝金 10,000 2 名 20,000 農研機構、株式会社●●、

2 名分 

 借上費 10,000 1 張 10,000 テントレンタル料 

中サイズ 1 張 

 会場設営費 20,000 1 20,000 テント設置等 

可変施肥技術の

研修会 

    

委員旅費  3 名 80,000 農研機構、株式会社●●、

●●株式会社 3 名 

委員等謝金 10,000 3 名 30,000 農研機構、株式会社●●、

●●株式会社 3 名 

借上費 10,000 1 室 10,000 会場代（●●地区市民セ

ンター） 

30,000 1 台 30,000 展示用ドローンレンタル 

農家保有機稼働中のため 

通信・運搬費 10,000 2 回 20,000 ドローン運搬料（往復） 

小計   270,000  

（３）その他の推

進活動 

    

 委員旅費  3 名 80,000 農研機構、株式会社●●、

●●株式会社 3 名 

 委員等謝金  3 名 30,000 農研機構、株式会社●●、

●●株式会社 3 名 

 印刷製本費 100 円/冊 300 30,000 A4 カラー8 ページ 

小 計   140,000  

合 計   600,000  

注１．公募要領の「別表１」の費目・細目ごとに記入する。 

 ２．備考欄に、単価、員数等の根拠、経費の必要性等を具体的に記載する。 

 ３．適宜、必要に応じ、行を追加・削除して記入すること。 


